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関東・東北エリア
１０軒以上の生産者へ

養豚農家

食品循環資源受入 約35ｔ／日
リキッド発酵飼料製造 約42ｔ／日

日本フードエコロジーセンター

安全でおいしい豚肉

自社タンクローリー

ブランド豚肉を
消費者へ

食品関連事業者

食品循環資源を
専用容器に分別

収集運搬業者
リキッド発酵飼料

＜特徴＞
• 製造時のエネルギー使用量を
抑え、安価で供給

• 日本古来の発酵技術を応用し
常温で１週間以上品質保持

• 疾病率が低下し、抗生物質の
投与量を軽減

＜主な食品循環資源＞
• 工場：製造残さ、ロット余り、
期限切れ品、製造ミスなど

• 小売店：野菜くず、キズ・傷
み品、期限切れ品など

• その他：食品系廃液、備蓄品、
倉庫廃棄など
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養豚農家

日本フードエコロジーセンター

食品関連事業者

適正な処理コストで
食品リサイクルループが

実現可能

処分費収入＋飼料販売収入
持続可能なビジネスモデル

安価な飼料を安定確保
経営の安定化へ

廃棄物処理業として飼料製造業として
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